
マンゴー産地育成による地域農業の活性化
活動期間：令和元年度～令和３年度

○糸満市はマンゴーの個別販売が活発な地域で生産者は100名以上。
○平成29年にマンゴーの拠点産地に認定されており、栽培技術の平準化や

若手農家の育成、延いては産地活性化や産地ブランド力の向上を目指し
ている。

○普及センターでは地域農業振興総合指導事業を活用して、マンゴー産地
の地域活性化や地域リーダーの育成に取り組んだ。

具体的な成果

１．産地の将来像、行動計画の策定
■農家参加の意見交換会により産地の将

来像や産地全体で取り組むべき課題が
「技術向上」と「販路開拓」である事が確認
された。

■事業終了後の活動の継続につなげるた
め産地の課題解決行動計画を検討した。

２．マンゴー産地の果実品質向上
■総合指導チームで連携し、果実品質調査

の実施と結果の共有、技術指導、販売方
法の検討まで取り組んだ。

■糖度・色のり・まだら果など対策や技術に
ついて農家の関心が高まり、勉強会テー
マ等に反映した。

共選での秀品率の向上
5.9％(2019年)

→ 12％(2021年)

３．産地リーダーの確保
■視察研修や技術実証展示ほの設置、巡

回指導、意見交換会への参画等通して、
産地リーダーを育成した。

産地リーダーの確保
０人(H30) → ４人(R3)

普及指導員の活動

令和元年
■農家や関係機関からなる推進会議と現場

の実務担当者の総合指導チームを設置し、
定期的に会議を開催。

■事業実施前に農家参加のワークショップ
で意見交換会の開催。

令和２年
■糸満市版「マンゴー栽培管理チェックシー

ト」を作成し、適期の栽培管理につなげた。

令和３年

■関係機関と農家参加の意見交換会にて
SWOT分析を活用して産地の現状認識を
共有し課題解決行動計画を策定した。

令和元年～令和３年
■直売所にて、化粧箱入りのマンゴーの糖

度、等級、障害などについて果実品質調
査を実施した。

■マンゴーの品質向上につながる実証圃を
設置し、農家巡回や現地検討会、マン
ゴー勉強会を開催した。

■マンゴー農家だよりを発行し、農家への情
報提供に活用した。

■視察を通した産地リーダーの育成、新た
な販売方法の検討など。

普及指導員だからできたこと

・農家の参画を促すため、意見交換など
コーディネートし活動に反映してきた。

・総合指導チームで果実品質調査の実施
など協力して進めることができた。

沖縄県



- 1 -

様マンゴー産地育成による地域農業の活性化

活動期間：令和元～３年度 

１．取組の背景 

糸満市はマンゴーの個別販売が活発な地域で生産者は 100 名以上。平成 29 年にマン

ゴーの拠点産地に認定されており、今後は栽培技術の平準化や若手農家の育成、延いて

は産地活性化や産地ブランド力の向上を目指している。 

普及センターでは令和元年より 3 年間、地域農業振興総合指導事業を活用して、地域

活性化や地域リーダーの育成に取り組んでおり、糸満市マンゴー産地の活性化を目指し、

産地協議会を中心とした総合的な支援を行った。 

２．活動内容 

（１）支援体制の構築

普及センター内においては、事業担当者や関係

班長、果樹担当者らで支援チームを結成するとと

もに役場やＪＡ、ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄを加えた総合指

導チームを結成した。さらに推進体制として、農家

を加えた事業推進会議を設置した。推進会議で

は、産地の方向性等重要事項を決定し、その内

容について総合指導チームで取り組んだ。

（２）産地の意見交換会

① 令和元年 5 月、現場の問題点や要望等を集約し事業や取組に反映させるため、ワー

クショップ形式で意見交換会を実施し、農家など 34 名が参加した。意見交換会により

「産地の将来像」が話合われ、産地全体として取り組むべき主な課題が「技術向上」と

「販路促進」であることがわかった。そのため事業では、年間活動計画に「技術」と「販

売」に係る活動を反映させ、「目指せ県内一の技術力産地」を目標に農家の参加を促し

た。(写真 1,2)

② 令和３年度、事業終了後の「産地の課題解決行動計画」を策定するため、農家リーダ

ーおよび関係者が参加して意見交換会を実施した。意見交換会ではＳＷＯＴ分析を活

用して、糸満市マンゴー産地の外部環境の｢機会｣、｢脅威｣と内部環境の｢強み｣、｢弱

み｣について検討し｢戦略アイディア｣を出し合った。さらに総合指導チームにて取り組み

を具体化し、産地の課題解決行動計画を検討した。(写真 3)

図 1．活動推進体制 

写真 2．意見交換内容の発表 写真 3．意見交換会の様子 写真 1．ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟによる意見交換 
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（３）産地活性化の取組

① マンゴー勉強会の開催：糸満市のマンゴー生産農家を対象に、ＪＡおきなわ糸満支店

と共催にて開催した。部会員の他、ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄ出荷者に呼びかけ、毎回４０～５０

名が参加した。「糖度を上げるため」、「色のりをよくするため」、「天敵の利用」、「ビニー

ル開閉作業の省力化」、「まだら果対策」、「薬剤防除など」テーマを設定して講習して

おり、講師は普及センター果樹担当が務めた。(写真4，5，6)

② 果実品質調査の実施：産地の果実品質を把握するため、令和元年より令和 3 年ま

で、出荷ピークの７月に週１の４回、ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄにて化粧箱入りマンゴーの糖

度、等級、障害果の状況、重量、価格について調査した。調査は総合指導チームで

実施しており、結果の共有、技術指導、販売方法の検討まで連携して取り組んだ。

果実品質調査の結果は部会定例会にて全体の概況報告を行い、調査対象農家に

は個別結果票を配布しフィードバックした。

③ 農家だよりの作成：事業の取組や技術向上、活性化に繋がる情報を生産農家へ提供

するため「農家だより」を配布した。原稿は関係機関で執筆分担し年間 3 回発行した。

定例会や窓口で配布しており、コロナ禍で定例会や講習会が開催できない状況であっ

たが、農家への情報提供手段として活用した。

写真 4,5．マンゴー勉強会の様子 写真 6．現地検討会の様子 

写真 7．果実品質調査の様子 表 1．調査結果の概要 
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④ 栽培管理チェックシートの作成、配布：チェックシー

トでは、マンゴーの栽培管理を４つのステージに分け

ている。重要な管理作業や実施の目安、作業の目的

などを記載しており、実施した結果を書き込む様式と

なっている。内容については推進委員を対象にモニ

ターを実施し、意見を反映しまとめた。部会員を中心

に配布し、マンゴーの適期管理と年間作業の見直し

のために活用をすすめている。農家からは、やるべき

作業のタイミングがわかると評価を得た。(図 5)

(４）産地リーダーの確保と育成

① 産地リーダー視察研修

・静岡県のＡＩ選果機と差別化販売状況（R1）

産地リーダーの確保・育成を行うため若手リーダー農家２名と関

係機関で県外視察した。静岡県のきゅうり農家が自作したＡＩ選

果機の技術を視察しマンゴー選果機への応用を検討した。また

名古屋市にて差別化販売や加工品の現状を視察した。(写真8) 

・農業研究センターと農業大学校(R3)

農家リーダーを対象に農業研究センター名護支所と県立農業

大学校にて視察研修を行った。農業研究センター名護支所で

は、マンゴー栽培状況やヒートポンプ、ビニールの自動巻き上げ

機等の設備について、県立農業大学校では農大生が取り組ん

でいるプロジェクト活動について紹介があった。(写真9) 

②展示ほ設置及び調査、現地検討

・「マンゴー栽培での天敵利用」(R1)

天敵の有無、推移を確認するためカブリダニが掛かるファイトトラッ

プを設置し、農家自ら虫数の推移調査を行った。(写真10) 

・「被覆資材を2×6ミリネットへ変更」(R1)

ネット目合いの変更によるハウス内の温度上昇等を調査した。変更

により高温で落果する果実が減少し、実の太りも良くなったと農家

の感想が得られた。(写真11)

・「肥料資材等の葉面散布による施用」(R2)

着果負担やアルカリ土壌による障害等により樹勢回復が十分でな

い場合に、収穫後の数ヶ月間、マンゴー肥料の他に肥料資材等を

補助的に用いて樹勢の早期回復を試みた。(写真12) 

・令和３年：「マンゴー炭そ病の発生状況」(R3)

出蕾前から袋掛け前までの期間に炭そ病防除のスケジュール散布

の有無による炭そ病の発生状況を比較した。 

写真 8．ＡＩ選果機の視察 

写真 9．名護支所のハウス設備を見学 

図 5．栽培管理チェックシート見本 

写真 12．肥料資材等の葉面散布 

写真 10．天敵虫数の推移調査 

写真 11．色差計で果皮色を測定 
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技術 販売

技術実証展示圃 安定品質マンゴーの販売

新技術の導入

目指せ県内一の技術力産地

総合的な支援で産地力UP!!

販路拡大

産地内分析

基礎技術の定着

ﾘｰﾀﾞｰ育成

３．具体的な成果 

（１）産地の将来像、行動計画の策定

農家参加の意見交換会により産地の将来像や産地全体で取り組むべき課題が「技術

向上」と「販売促進」である事が確認され、事業の活動目標に設定した。(図 2) 

また、ＳＷＯＴ分析を活用して産地の課題解決行動計画(案)を検討し、事業終了後の

活動の継続につなげた。(図 3，4) 

（２）マンゴー産地の果実品質向上

果実品質調査は、3カ年で 12回、延べ 221戸の農家、2,139個の果実について調査し

た。センサーでの平均糖度は 15～16 度で、障害等の内訳では 3 カ年連続でまだら果が

最多であった。 

調査をきっかけに農家の意識が高まり、ﾌｧｰﾏｰｽﾞのクレームも減少したと評価されてい

る。また、糖度・色のり・まだら果などについて関心が高まり、対策に繋げることができた。 

共選での秀品率の向上  ５．９％（2019 年） → １２％(2021 年) 

（３）産地リーダーの確保

視察研修や技術実証展示ほの設置、巡回指導、意見交換会へ

の参画等とおして産地リーダーを育成しており、農家実践リーダー

として活躍している。 

  産地リーダーの確保 

０人(H31) → ４人(R3) 

写真 13．ICT 技術の活用 写真 14．省力化技術の実践 

図 2．事業の活動目標 図 3．ＳＷＯＴ分析結果 図 4．課題解決行動計画(案) 
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４．農家等からの評価・コメント 

 

【糸満市マンゴー専門部長 Ｏ 氏】 

活動をとおして栽培技術、販売面の強み、弱みが見えてきて良かった。また、それに対す

る調査、勉強会、チェックシート作成など技術向上への取組ができた。販売面は個々の農家

で取り組むのが難しい面もあったが、事業をきっかけに話合いができた。 

  糸満市がマンゴー産地を目指すためには、この期間だけではなく継続して技術向上、販

売強化を農家の努力はもちろん、これからも関係機関の力強い支援をお願いしたい。 

            

【糸満市農政課農産園芸係担当 I 氏】 

「技術向上」、「販路戦略」という産地としての課題を農家さんや JA、県（普及センター）、

市等の関係機関全体で共有できるいい機会になった。果実品質調査で等級、糖度、障害

果の状況を調査し、結果を共有したことで、まだら果や色むら等の障害果への対策につい

て関心が高まったと感じた。今後も産地課題の解決に向け、関係機関で連携して取り組ん

でいきたい。        

 

５．普及指導員のコメント 

糸満市では、生産農家のほとんどがﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄへの出荷が中心という現状から、直

売所に出荷された化粧箱入りのマンゴーを対象に総合指導チームで果実品質調査を行っ

ており、調査は販売用の商品を扱うため細心の注意と時間、人出を要した。また調査で得ら

れたデータを産地活動にどう生かすか、個別の農家にどう返すか、長期化したコロナ禍で集

合活動が難しくなった状況もあり、普及活動の展開方法に試行錯誤した。しかし農家が自分

の果実品質を知ることにより、糖度や色のり、まだら果などの課題に関する関心も高まり、対

策や技術について指導をすすめることができた。 

また事業では農家の参画を促すため、普及が意見交換などの機会をコーディネートし農

家の声を活動に反映しており、農家の声をしっかり届けたことで総合指導チームがそれぞれ

の役割を発揮し、活動することができた。産地の課題「技術向上」と「販売」については取組

途中の段階にあるが、課題解決行動計画の実践と今後の産地リーダーの活躍により、選ば

れる地域ブランド「糸満市マンゴー産地」へと発展することを期待する。  

 （南部農業改良普及センター 主任技師 崎間賀子） 

 

６．現状・今後の展開等 

産地活性化に向けて農家から要望の高い栽培技術向

上のための支援とﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄを中心とした販売戦略

の検討を継続して実施してきた。また最終年度には取組を

継続するため産地の課題解決行動計画を策定した。 

目指す姿とした「糸満市マンゴー産地のブランド化」を

達成するためには、技術面と販売対策での継続した取組

が必要であり、今後は産地協議会が中心となった取組に

対して、普及センターは構成員として技術指導や情報提

供など連携した支援を行う。 
写真 14．事業推進会議メンバー 


